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■公共空間（街路空間）
公共空間について、車中心から人間中心の空間へと再構築し、
歩いて楽しめる、多様な活動が出来る場所へとしていく取り組みが行われています。
道路占有のコロナ特例措置などの事例も見られます。

【出典】国土交通省HPより
https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_gairo_tk_000081.html

▲東京
丸の内仲通り

▲ニューヨーク
タイムズスクエ

ア

▼パリプラージュ

はじめに ー公共空間を考えることー
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はじめに ー南草津の公共空間・南草津ビジョンー
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【出典】滋賀県草津市HP中の資料より



■南草津ウォーカブル研究会

未来の南草津を歩いて楽しめるまちにするため、
2021年度より、パブリックスペースのあり方を検討するべく活動しています！

はじめに ー自己紹介ー
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■東口の風景

■西口の風景 人が過ごしている様子が見られない時間帯も…

緑が少ない…

■WSの舞台 -JR南草津駅周辺エリア-
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１. 今年度の報告の前に



まちを歩いて、
改善すべき点を整理！

模型で好きな居場所を表現‼

１. 今年度の報告の前に

■今年度の報告の前に、昨年度の取り組みを少しだけご紹介
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１. 今年度の報告の前に

■南草津の駅周辺で、ワークショップで得たアイデアを実践！
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日常に関わるアクティビティを大切にしたいという意見が多く見られた。



昨年度WSで用いたアクティビティ一覧

１. 今年度の報告の前に
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・既存の広場部分を有効利用する
ex.) オープンテラスとして利用、など

・屋外で料理を楽しみたい
ex.)  火を使って調理できる機会を設ける、など

・キッチンカーを定期的に誘致する

・雨宿りや休憩できる空間を整備する
ex.)  屋根のある空間を整備する
ex.)芝生や木製デッキを設ける、など

・夜も公園で過ごせるようにする
ex.)  照明を増やす



昨年度WSで用いたアクティビティ一覧

１. 今年度の報告の前に

・東口と西口をつなぐ
ex.) 植栽でグリーンロードを創る、など

・季節感を感じられる植栽を整備する

・夜も安心して歩けるようにする
ex.)  足元をライトアップする、など

・屋根を設置し、机や椅子を置く

・築山エリアを有向利用する
ex.) 椅子や机を配置する、など

・視線を調整して快適な空間を整備
ex.)緑の疎密で空間を区切る、など
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■背景

・現在の南草津駅周辺の公共施設や
公共空間では、移動目的の利用者が
多く見られるが、市民が気軽に立ち
寄り滞留できる居場所が少ない。

・「街を楽しみ使いこなせる居場所」
へシフトし、地域住民や来訪者の滞
在時間の増加につなげていくことが
求められている。

■目的

南草津駅周辺の公共施設について、
①：現状の課題を整理し、
②：公共スペースの利用に関するアイ

デアと、その実現方法について提
案すること

２. ワークショップの背景と目的
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フェリエ内の利用されていないスペースフェリエの様子（南草津駅東口側）

・地上6階建の複合施設

・現在は１～４階を民間会社が、５～６階を草津市が運営しているが、

10年後には、信託契約が終了する。

→その後は、施設全体を草津市が管理する予定。
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３. ワークショップのご報告

■駅前拠点施設： Ferie南草津（以下、フェリエ）



現地調査
と

課題整理

駅前拠点としての
空間の利用の

シミュレーション

駅の周辺で
必要な機能を検討

まち全体を意識して
駅の周辺に

必要な機能を検討
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３. ワークショップのご報告



②班に分かれて現地調査

③椅子を置いて過ごす

④課題点などを整理

①キックオフセミナー

18

３. ワークショップのご報告



①10年以内に実現したいことを表現 ②10年後以降に実現したいことを表現

④各班の結果を発表して共有③表現した内容や工夫点を共有
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３. ワークショップのご報告



１～２回WSでは、現地調査を踏まえて、
参加者の皆さまが考える理想の施設を模型で表現（シミュレーション）しました！
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３. ワークショップのご報告
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３. ワークショップのご報告



①フェリエを拠点に駅周辺での
1日の過ごし方を考える

②必要な機能やできたら嬉しい
ことについて意見交換

④各班の結果を発表して共有③どこに何が必要か意見出し
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３. ワークショップのご報告



①他の年代や職業になりきって、
1日の過ごし方を考える

②まち全体を意識して、駅前や
フェリエについて意見交換

④各班の結果を発表して共有③駅前やまちのコンセプトを考える
23

３. ワークショップのご報告



■交通手段ごとに、まちでどのように過ごすかをシミュレーションして、
まちや駅前拠点施設Ｆの未来像について議論しました！
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３. ワークショップのご報告



班ごとに、駅周辺空間を意識して、未来のフェリエを考えました！
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３. ワークショップのご報告
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最後には、３つの段階に分けて、南草津について考えましあまちの

まちのコンセプト▶

駅周辺のコンセプト▶

拠点施設フェリエのコンセプト▶

拠点施設フェリエのフロアコンセプト▶

A班の例
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３. ワークショップのご報告
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現地調査
と

課題整理

駅前拠点としての
空間の利用の

シミュレーション

駅の周辺で
必要な機能を検討

まち全体を意識して
駅の周辺に

必要な機能を検討

駅前拠点として
必要な空間のアイデア出し

４. ワークショップから見えてくること
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現地調査
と

課題整理

駅前拠点としての
空間の利用の

シミュレーション

駅の周辺で
必要な機能を検討

まち全体を意識して
駅の周辺に

必要な機能を検討

駅前拠点として
必要な空間のアイデア出し

1日の過ごし方を考えながら
未来の南草津のあり方について議論

４. ワークショップから見えてくること
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４. ワークショップから見えてくること



複合施設F

◎範囲設定
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複合施設Fを中心と
した半径300m
(複合施設Fを除く)

複合施設Fを中心とし
た半径300m～500m

４. ワークショップから見えてくること

半径500m圏外



■WSで参加者が求めた居場所について

歩いて過ごす場合
・フェリエ→朝・昼に滞在
・フェリエから半径500m→夜に滞在する

自動車などを使う場合
・エリア外→ 朝・昼に滞在する
・フェリエ→ 夜に滞在する
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フェリエ

フェリエ
を中心と
した半径
500m圏内

上記の
範囲より
外側

(エリア外)

４. ワークショップから見えてくること
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①第１～２回WSで、模型でシミュレーションした時と

②第３～４回WSで、模型でシミュレーションした時の

駅前拠点施設に必要と考えた内容を比較してみましょう！

４. ワークショップから見えてくること
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第2回WS 第3回・第4回WS

模型でシミュレーションした際 1日の過ごし方を意識して整理した際

飲食店・カフェ 飲食店・カフェ

シェアキッチン・料理スペース シェアキッチン・料理スペース

フードコート・飲食スペース ー

テイクアウト店 ー

各種店舗 各種店舗

ポップアップストア ー

アンテナショップ ー

コワーキングスペース コワーキングスペース

会議室・打合せスペース 会議室・打合せスペース

休憩スペース・リラクゼーション 休憩スペース・リラクゼーション

サウナ・ジャグジー サウナ・ジャグジー

読書関連 図書館・読書スペース ▶ 図書館

全天候型の遊び場 遊ぶスペース・アスレチック・遊具

託児所 ー

レンタルスペース・イベントスペース レンタルスペース・イベントスペース

多目的スペース・フリースペース ー

運動施設 運動施設

アウトドア体験の場 ー

交通情報を知る場 ー

情報発信スペース ー

社会実験の場・体験スペース 社会実験の場・体験スペース

音楽を楽しめる空間、ピアノなど 音楽を楽しめる空間、ピアノなど

パブリックビューイング ー

大学の研究室 ー

レンタサイクル ー

半屋外テラス ー

ー 交流スペース

ー ものづくりスペース

ー ウィンドウショッピング

ー オンライン通信可能な空間

▶その他

分類 ▶

▶

▶

運動・アウトドア

▶

▶

▶

▶

▶

▶

飲食・料理

各種店舗

仕事関連

情報関連

多目的・レンタル関連

子育て・遊び関連

リラックス関連

４. ワークショップから見えてくること
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■本年度の成果

① 今年度では、
・模型を使って未来の駅前拠点施設を表現して、
・1日の過ごし方のシミュレーションを通して考えた駅前公共空間のあり方を議論しました。

② 現地調査を踏まえ、未来の南草津の駅前拠点に必要な居場所のアイデア出しを行いました。
（第1回～第2回WSより）

③ 1日の過ごし方を考えることを通して、南草津のまち全体を意識して、
移動手段や時間帯ごとに、駅前公共空間・公共施設に必要な居場所について議論しました。
(第3回WSと第4回WSより)
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※本ワークショップにより、
今後の南草津や駅前拠点施設に必要な居場所や機能が決まった訳ではありません。

※今後も引き続き、子どもから大人まで多くの世代の皆さまと、
未来の南草津の居場所について、考えていく必要があります。

４. おわりに
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ご清聴、ありがとうございました
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